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2023 年 3 月 27 日 
株式会社ＦＪネクストホールディングス 

首都圏の単身生活者 『生活事情』アンケート第 15弾 

第 3回 ひとり暮らしの「引っ越し事情」アンケート 
・物件探し、85％が不動産情報サイトを閲覧 
・見学する部屋数は「3部屋」がトップ、平均は“2.83部屋” 
・部屋決めのポイント「家賃」「部屋の広さ」「駅からの距離」 
・引っ越し業者選びは「価格」が第一、タイパを求める傾向に 

～“引っ越しを手伝ってほしい有名人”１位は「なかやまきんに君」さん～ 
 

３月から４月は引っ越しのハイシーズン。コロナ禍も落ち着きをみせる中、今年は昨年に比べ件数
が増えるとの予想もあります。一方で運送業者の慢性的な人手不足や燃料費高騰、物価高といった問
題もあるなど、引っ越しは期待あり不安ありの “一大イベント”と言えます。 
そこで、株式会社 FJネクストホールディングス（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：永井敦）

では、ひとり暮らしの「引っ越し事情」を探るため、ひとり暮らしを始めてから１回以上引っ越し経
験のある首都圏在住の単身生活者に、引っ越しにまつわる様々な行動について、第１回（2018年）、
第２回（2020年）に続く、第３回目の調査を実施しました。 

■ 調 査 概 要 ■ 
◆ 調査期間：2023年 2月 21日～2月 22日 
◆ 調査方法：インターネットによる調査 
      （インターネット調査会社を通じてサンプリング・集計） 
◆ 調査対象：首都圏※在住 独身・ひとり暮らしの 20代～30代 男女 400人 

※1都 3県（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県） 
※ひとり暮らしを始めて 1回以上引っ越し経験のある方 

【調査対象】 
（回答者の男女・年代比） 

人 20 代 30 代 合計（％） 
男 性 100 100 200（50.0） 
女 性 100 100 200（50.0） 
合  計 
（％） 

200 
（50.0） 

200 
（50.0） 

400 
（100.0） 

（回答者の職業等） 
 会社員 

正規・非正規 

問わず 

公務員 
 

専門家 
医師・弁護士・ 

会計士など 
自営業 自由業 

パート・ 

アルバイト 
学生 その他 

人 
(％) 

298 
(74.5) 

16 
(4.0) 

20 
(5.0) 

6 
(1.5) 

3 
(0.7) 

24 
(6.0) 

22 
(5.5) 

11 
(2.8) 

（回答者の居住地） 
 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 

人 
(％) 

56 
(14.0) 

41 
(10.2) 

229 
(57.3) 

74 
(18.5) 

 
 

 

この件に関するお問い合わせは、下記までお願いします。 

㈱FJネクストホールディングス 経営戦略室  担当：寺内  TEL 03-6733-7711 

 

PRESS RELEASE 
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＜ 要 約 ＞ 

※本調査は、ひとり暮らしを始めて以降の引っ越しについて、平均的な行動を答えていた
だきました。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜質問１＞ 部屋探しの際、物件情報は不動産情報サイトから得ますか？ 

不動産会社の実店舗を訪ねて得ますか？ 

◆約 85％が不動産情報サイトを閲覧、物件情報探しの重要なツールに 

              閲覧サイト数は「３つ以内」が一般的 

 

＜質問２＞ 引っ越し先の部屋を決めるまでに、実際に何部屋を見ますか。 

◆ 見学する部屋数は「3部屋」がトップ、 

平均は “2.83 部屋”と減少でオンライン化の傾向か 

 

＜質問３＞ 次の部屋を決める際、重視するポイントは何ですか。 

◆ 部屋決めのポイント TOP3、「家賃」、「部屋の広さ」、「駅からの距離」 

男性は「周囲の環境」、女性は「セキュリティ」も重視 

 

＜質問４＞ 引っ越し作業は、業者に依頼しましたか、ご自身で行いましたか。 

◆ 引っ越し作業、全て自分で行う“自力”派は約４人に 1人、 

コロナ禍の影響で増加か 
 

＜質問５＞ 引っ越し業者を選ぶ基準は何ですか。 
◆ 引っ越し業者選びは「価格」が第一、タイパを求める傾向に 

 

＜質問６＞ 引っ越し業者に支払う金額はいくら位ですか。 

◆ 引っ越し費用の相場は“６万円以下”が約６割、平均金額は「52,425円」 

 

＜質問７＞ コロナ禍以降（2020年３月～現在）に引っ越しをされましたか。 

その理由も教えてください。 

◆ コロナ禍が始まって以降で引っ越しをした人は約４割。 

   「リモートワーク」や「通勤の密を避ける」ための引っ越しは少数 
 

＜質問８＞ 引っ越しを手伝ってほしい有名人は誰ですか。 

◆ 引っ越しを手伝ってほしい有名人１位は「なかやまきんに君」さん 
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＜質問１＞ 部屋探しの際、物件情報は不動産情報サイトから得ますか？ 不動産会社の実
店舗を訪ねて得ますか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆約 85％が不動産情報サイトを閲覧、物件情報探しの重要なツールに 
    閲覧サイト数は「３つ以内」が一般的 
  約６割（60.5％）が「不動産情報サイトの閲覧と不動産会社の実店舗両方」と回答し、「不動産情報
サイトのみ」という人も４人に 1人（25.0％）いました。これらを合わせると、不動産情報サイトを閲
覧している人は 8割強（85.5％）となり、物件探しの重要な情報源となっていることがわかります。一
方、「不動産会社の実店舗のみ」は 14.5％と少数でした。 

   ちなみに、サイトを閲覧すると回答した人（342人）に、いくつ位のサイトを見るか聞いたところ、
「２つ」（33.6％）、もしくは「３つ」（30.7％）という人が多く、４つ以上（「４つ」＋「５つ以上」）
という人は少数（12.3％）でした。閲覧するサイト数は「３つ以内」というのが一般的のようです。特
に女性は「３つ」が 40.0％で、男性よりも念入りにサイトを閲覧していることが伺えます。 

 
■いくつ位のサイトを見ましたか？（サイト閲覧すると回答した人：342人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68.0 

53.0 

60.5 

19.5 

30.5 

25.0 

12.5 

16.5 

14.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体
（％）

不動産情報サイトの閲覧と不動産会社の実店舗の両方
不動産情報サイトのみ
不動産会社の実店舗のみ
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＜質問２＞ 引っ越し先の部屋を決めるまでに、実際に何部屋を見ますか。 
      複数回引っ越した方は、平均の部屋数をお答えください。 

 
※間取り図面や写真、動画などの確認のみで決める場合は「0部屋」と回答 

 

◆ 見学する部屋数は「3部屋」がトップ。 
平均は “2.83部屋”と減少でオンライン化の傾向か 

実際にどのくらいの物件を見て部屋を決めるのでしょうか。結果は「３部屋」（31.8％）が最も多く、

次いで「2部屋」（18.5％）、「1部屋」（18.3％）という順で、“1～3部屋”を見て決定するというのが平

均的な行動と言えそうです。平均値は “2.83 部屋”（※）でした。 

一方「４部屋」～「11部屋以上」の合計を見ると、女性は 30.0％に対し男性は 18.0％と、女性の方

がより多くの部屋を見ており、部屋決めに際しての慎重さが伺えます。 

 

 

 

 

 

 

 

※：「11部屋以上」を「11」として算出 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(前回)
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男性

全体

0部屋 1部屋 2部屋 3部屋

4部屋 5部屋 6～10部屋 11部屋以上

＜部屋数：平均値＞ 

部屋数 
今回 

（2023 年） 
平均値 

前回 
（2020 年） 
平均値 

全 体 2.83 3.54 

男 性 2.63 3.57 

女 性 3.03 3.52 

 

前回（2020年）実施した調査では、「３部屋」

（33.3％）、「５部屋」（16.8％）、「４部屋」（13.3％）

の順で、平均値は 3.54部屋でした。従って、この３

年間で１部屋分近く減っていることがわかります。そ

の要因は、コロナ禍の影響か、あるいは IT化の進展で

画像確認やオンライン見学が充実したことが考えられ

ます。 

※前回調査（2020年：以下、同様）：単身入居者の「令和の引っ越し事情」アンケート 

https://www.fjnext-hd.co.jp/ss/2020/03/pr_20200310.pdf 
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＜質問３＞ 次の部屋を決める際、重視するポイントは何ですか。（複数回答） 
（％） 

位 
ポイント 全体 男性 女性 20 代 30 代 全体 

(前回) 
１ 家賃 82.3 81.5 83.0 78.5 86.0 85.3 ① 

２ 部屋の広さ 48.3 49.0 47.5 50.0 46.5 44.0 ③ 

３ 駅からの距離 41.0 39.0 43.0 37.5 44.5 47.5 ② 
４ 部屋の設備 32.5  30.0  35.0  33.0  32.0  42.3 ④  
５ セキュリティ 19.3  11.5  27.0  23.0  15.5  17.5 ⑥  

６ 
築年数 18.0  17.0  19.0  21.0  15.0  20.0 ⑤  
周囲の環境 18.0  22.0  14.0  19.0  17.0  14.8 ⑦  

８ 建物全体のグレード 4.0  5.0  3.0  1.0  7.0  6.5 ⑧  
９ 家具・家具付き 2.5  3.5  1.5  3.0  2.0  1.5 ⑩  
10 その他 1.3  1.0  1.5  1.0  1.5  2.3 ⑨  

○内数字は順位 

◆ 部屋決めのポイント TOP3、「家賃」、「部屋の広さ」、「駅からの距離」。 
男性は「周囲の環境」、女性は「セキュリティ」も重視 

全体では「家賃」（82.3％）がトップでした。毎月の出費となる「家賃」は重要なポイントです。次い

で「部屋の広さ」（48.3％）、「駅からの距離」（41.0％）、「部屋の設備」（32.5％）の順となりました。 

男女別では、男性が「周囲の環境」（22.0％）の割合が高いのに対し、女性は「セキュリティ」（27.0％）

の割合が高いことがわかります。 

前回との比較では、「家賃」は同様に 8割超でした。一方、今回は「部屋の設備」（42.3％→32.5％）

よりも「部屋の広さ」（44.0％→48.3％）を重視する傾向がみられました。 

 

 

＜質問４＞ 引っ越し作業は、業者に依頼しましたか、ご自身で行いましたか。 
（％） 
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これまでの引っ越しはいずれも業者に依頼
業者に依頼したこともあるし、自分で行ったこともある
これまでの引っ越しはいずれも自分で行った
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◆ 引っ越し作業、“自力”派は約４人に 1人に。コロナ禍の影響で増加か 
ひとり暮らしの引っ越しは専門業者に頼むのか、それとも自分で行うのでしょうか。これまでの引っ

越しについて聞いたところ、全体では「いずれも業者に依頼」が 52.5％、「業者に依頼したこともある

し自分で行ったこともある」が 23.5％、「いずれも自分で行った」が 24.0％でした。 

この結果から、一度でも“自力”で引っ越しをした経験のある人が 47.5％と半数近くおり、女性でも４

割超（42.5％）と意外に多いことがわかります。ひとり暮らしゆえの荷物の少なさが大きな要因と言え

そうですが、引っ越し費用の節約という面もあるようです。 

前回との比較では、大きな差はみられませんでしたが、「いずれも自分で行った」が 18.5％→24.0％

と、コロナ禍の影響からか、若干“自力”派が増加しています。 

 

 

※以下、質問５～７については、質問４で「全て業者に依頼」、「業者に依頼したこともあるし 
自分で行ったこともある」と回答した 304名に聞いています。 

 
＜質問５＞ 引っ越し業者を選ぶ基準は何ですか。（複数回答） 

○内数字は順位 

◆ 引っ越し業者選びは「価格」第一、タイパを求める傾向に 
「価格」（82.9％）が他の項目を大きく引き離しました。２位は「作業の丁寧さ」（38.2％）で、以下

「知名度、ブランド」（35.5％）、「作業スピード」（27.6％）、「スタッフの対応」（24.7％）と続きます。 

男女で比較的大きな差が出たのは「スタッフの対応」で男性 18.1％に対し女性は 30.6％でした。女

性にとっては、スタッフの“接客対応能力”も業者選びの重要なポイントになっているようです。 

  前回との比較では、「価格」の割合が 91.4％→82.9％に減少しましたが、その反面、「作業スピード」

が 19.9％→27.6％と 7.7 ポイントアップしました。“タイパ（タイムパフォーマンス：時間対効率）”

が求められる時代を反映した結果でしょうか。 

 

 

 
基 準  （％） 全体 男性 女性 20 代 30 代 全体 

(前回) 
位  サンプル数（人） 304 144 160 157 147 326 
1 価 格 82.9  79.2  86.3  83.4  82.3  91.4 ① 
2 作業の丁寧さ 38.2  40.3  36.3  39.5  36.7  32.5 ② 
3 知名度、ブランド 35.5  36.8  34.4  35.0  36.1  29.4 ③ 
4 作業スピード 27.6  28.5  26.9  24.8  30.6    19.9 ⑤ 
5 スタッフの対応 24.7  18.1  30.6  20.4  29.3  27.9 ⑥ 
6 管理会社などの紹介 6.6  5.6  7.5  7.6  5.4  4.0 ⑦ 
7 その他 1.3  0.7  1.9  0.6  2.0  2.1 ⑧ 



7 
 

＜質問６＞ 引っ越し業者に支払う金額はいくら位ですか。 
      複数回引っ越した方は、平均の金額をお答えください。 

（％） 

 

（サンプル数） 

3 万円 
以下 4 万円 5 万円 6 万円 7 万円 8 万円 9 万円 10 万

円以上 
0 円 
（※1） 

全 体 (304) 21.7 13.8 23.7 10.2 5.9 3.3 1.0 8.6  11.8 

男 性 (144) 19.4 9.0 25.0 11.8 5.6 3.5 2.1 8.3 15.3 

女 性 (160) 23.8 18.1 22.5 8.8 6.3 3.1 0.0 8.8 8.8 

20 代 (157) 19.7 10.8 26.1 10.8 6.4 4.5 1.3 8.3 12.1 

30 代 (147) 23.8 17.0 21.1 9.5 5.4 2.0 0.7 8.8  11.6 
全 体 
（前回：326） 29.1 19.9 20.2 4.6 4.9 4.9 1.2 6.4  8.6 

※1：「0円」は、これまでの引っ越し代金をすべて会社や親が負担した場合など 
 

◆ 引っ越し費用の相場は“６万円以下”が約６割、平均金額は「52,425 円」 
では、実際の費用はどのくらいでしょうか。最も多かったのは「５万円」（23.7％）で、以下「３万円

以下」（21.7％）、「４万円」（13.8％）、「６万円」（10.2％）の順でした。これらを合わせると約７割（69.4％）

となり、“６万円以下”というのが一般的な相場のようです。 

一方、「０円」の回答は約１割（11.8％）でした。 

 
■平均金額（円） ※2 

（サンプル数） 今回 前回 

全 体 (268) 52,425 48,691 

男 性 (122) 54,180 49,574 

女 性 (146) 50,958 47,898 

20 代 (138) 53,768 49,510 

30 代 (130) 51,000 47,935 

 

※2:回答者 304人から、「0円（会社や親が全額負担）」回答者 36人（男性 22人、女性 14人／20代 19人、30代
17人）を除いた 268人の平均値。「３万円以下」は３万円、「10万円以上」は 10万円で算出 

 

 

 

 

 

 

 

 平均金額は、全体では 52,425円（※2）でした。男

性は 54,180円、女性は 50,958円と男性の方が僅か

ながら高い傾向にあります。 

前回との比較では、全体で約 4千円（＋3,734円）

アップしています。性別・年代別のすべての項目でア

ップしており、物価上昇という世相を反映した結果で

しょうか。 
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＜質問７＞ コロナ禍以降（2020年３月～現在）に引っ越しをされましたか。 
その理由も教えてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ コロナ禍が始まって以降で引っ越しをした人は約４割。 
   「リモートワーク」や「通勤の密を避ける」ための引っ越しは少数 
コロナ禍が始まって以降（2020年３月～）、現在までに引っ越しを「した」が 42.8％、「していない」

が 57.3％でした。 
「した」人（171人）の理由は、「もっとよい物件に住みたいと思った」（27.5％）、「転勤のため」（26.9％）、

「単に部屋の契約更新のタイミングだった」（24.0％）の大きく３つに分かれました。一方、「リモート
ワークに適した物件に住みたかった」、「通勤の密を避けるため、勤務地に近いところに住みたかった」
といったコロナ禍由来の理由で引っ越しをした人はともに 4.7％と意外に少数でした。 
「しなかった」人（229人）の理由は、ほぼ「必要がなかったから」（86.9％）でした。「引っ越しした

かったが、コロナ禍なので控えた」という人は 4.8％でした。 
この結果を見ますと、引っ越しをした人もしなかった人も、コロナ禍による影響を大きく受けたわけ

ではないことがわかります。 

■「した」理由                           ■「しなかった」理由 

  全体 男性 女性 

サンプル数 171 86 85 
もっと良い物件に住み 

たいと思った 
27.5 26.7 28.2 

転勤のため 26.9 33.7 20.0 

単に部屋の契約更新の 

タイミングだった 
24.0 19.8 28.2 

リモートワークに適した 

物件に住みたかった 
 4.7 3.5 5.9 

通勤の密を避けるため、 
勤務地に近いところに 
住みたかった 

 4.7 3.5 5.9 

その他 12.3 12.8 11.8 

 

31.0 

54.5 

42.5 

43.0 

42.8 

69.0 

45.5 

57.5 

57.0 

57.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30代

20代

女性

男性

全体
（％）

引っ越した 引っ越していない

  全体 男性 女性 

サンプル数 229 114 115 

必要がなかったから 86.9 87.7 86.1 

引っ越ししたかったが、

良い物件が見つから 

なかった 

7.9 5.3 10.4 

引っ越ししたかったが、

コロナ禍なので控えた 
4.8 7.0 2.6 

その他 0.4 0.0 0.9 
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＜質問８＞ 引っ越しを手伝ってほしい有名人は誰ですか。（自由回答）※敬称略 
（票） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○内数字は順位 

◆ 引っ越しを手伝ってほしい有名人、１位は「なかやまきんに君」さん 

  最も多く支持を集めたのが、お笑いタレントの「なかやまきんに君」さん（53票）で、断トツ１位

でした。ボディビルダーとしても知られ、昨年度の流行語大賞では「ヤー！ パワー！」が選出されま

した。同じくボディビルダーとして活動するお笑いコンビ・オードリーの「春日俊彰」さんも３位

に。ご両人とも、テレビや CMを介して優しい人柄が伝わってきます。この辺りもポイントで、まさ

に“気は優しくて力持ち”という点が評価を得たと言えます。  

以上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

位 氏 名 （主な肩書） 全 体 男 性 女 性 

１ なかやまきんに君（お笑いタレント、俳優） ５３ 29 ① 24 ① 

２ 武井 壮（タレント、元陸上競技選手） ８ 7 ② 1 

３ 春日 俊彰（お笑いタレント・オードリー） ７ 5 ③ 2 

４ ヒロミ（お笑いタレント、司会者） ６ 3 ⑤ 3 ② 

５ 
高岸 宏行（お笑いタレント、プロ野球選手） ５ 2 3 ② 

木村 拓哉（歌手、俳優） ５ 5 ③ 0 

７ 

ケイン・コスギ（俳優、タレント） ４ 2 2 

新垣 結衣（女優、歌手、モデル） ４ 1 3 ② 

大泉 洋（俳優、タレント、声優、司会者） ４ 3 ⑤ 1 

１０ 

松岡 修造（タレント、スポーツ解説者） ３ 2 1 

大谷 翔平（プロ野球選手） ３ 2 1 

平野 紫耀（歌手、俳優、タレント） ３ 0 3 ② 

鈴木 亮平（俳優） ３ 0 3 ② 

◆「株式会社ＦＪネクストホールディングス」 （プライム市場：8935） 
事業内容：グループ会社の経営管理、不動産特定共同事業、不動産の企画開発、売買 
創 業：1980 年 7 月 
 
「都市住空間への挑戦と創造を通して、豊かな社会づくりに貢献していく」を企業理念に、首

都圏にて『ガーラマンションシリーズ』を展開しています。社会の一線で活躍する首都圏の単身
者の生活を支えるインフラとして、また、安定した収益を不動産に求める方への資産運用商品
として、地域や社会と一体となり、都市住空間の創造に取り組んでいます。 


